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【手続補正書】
【提出日】平成27年2月6日(2015.2.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技媒体を循環させる循環経路を有し、所定の得点を用いて遊技が行なわれる封入式遊
技機と、前記封入式遊技機と通信可能に接続され、記録媒体を受け付け可能であるととも
に当該記録媒体の記録情報により特定される遊技者所有の遊技用価値を用いて前記封入式
遊技機での遊技を可能にするための遊技用装置と、前記得点を表示する表示手段とを含む
遊技用システムであって、
　前記封入式遊技機は、
　　前記得点を記憶する得点記憶手段と、
　　遊技状況に応じて前記得点を更新する得点更新手段と、
　　前記得点更新手段による前記得点の変化量を特定する特定手段と、
　　前記変化量を特定可能な更新情報を、当該更新情報の到達確認をするために所定の更
新パターンに従って更新される到達確認情報とともに前記遊技用装置へ送信する更新情報
送信手段と、
　　前記封入式遊技機と前記遊技用装置との間での通信ができない通信不能状態から復旧
したときに、前記得点の補正情報と、前記通信不能状態になる前の最終通信の際の前記到
達確認情報とを前記遊技用装置へ送信する補正情報送信手段とを含み、
　前記遊技用装置は、
　　前記更新情報を受信する更新情報受信手段と、
　　前記表示手段を制御し、前記更新情報に基づいて前記得点の表示を更新する表示制御
手段と、
　　前記補正情報送信手段から送信されてきた前記補正情報および前記到達確認情報を受
信する補正情報受信手段と、
　　前記通信不能状態から復旧した後に前記補正情報送信手段から送信されてきた前記補
正情報および前記到達確認情報に基づいて前記表示手段に表示すべき得点を補正する得点
補正手段とを含み、
　前記表示制御手段は、前記通信不能状態から復旧した後、前記得点補正手段による補正
後の得点を前記表示手段に表示し、
　前記遊技用装置は、前記記録媒体に記憶されている識別情報および前記記録媒体を受け
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付けた時刻を特定する時刻情報を記憶するとともに前記封入式遊技機に送信し、
　前記封入式遊技機が、受信した識別情報および時刻情報を記憶し、
　前記補正情報送信手段は、前記通信不能状態から復旧したときに、前記封入式遊技機に
記憶されている識別情報および時刻情報を前記補正情報受信手段に送信し、
　前記得点補正手段は、前記補正情報送信手段から送信された識別情報および時刻情報と
当該遊技用装置が記憶している識別情報および時刻情報とが一致するときに、前記表示手
段に表示すべき得点を補正する、遊技用システム。
【請求項２】
　遊技媒体を循環させる循環経路を有し、所定の得点を用いて遊技が行なわれる封入式遊
技機と通信可能に接続され、記録媒体を受け付け可能であるとともに当該記録媒体の記録
情報により特定される遊技者所有の遊技用価値を用いて前記封入式遊技機での遊技を可能
にするための遊技用装置であって、
　前記得点の変化量を特定可能な更新情報を、当該更新情報の到達確認をするために所定
の更新パターンに従って更新される到達確認情報とともに前記封入式遊技機から受信する
更新情報受信手段と、
　表示手段を制御し、前記更新情報に基づいて前記得点の表示を更新する表示制御手段と
、
　前記封入式遊技機と前記遊技用装置との間での通信ができない通信不能状態から復旧し
たときに、前記得点の補正情報と、前記通信不能状態になる前の最終通信の際の前記到達
確認情報とを前記封入式遊技機から受信する補正情報受信手段と、
　前記通信不能状態から復旧した後に前記封入式遊技機から送信されてきた前記補正情報
および前記到達確認情報に基づいて前記表示手段に表示すべき得点を補正する得点補正手
段とを含み、
　前記表示制御手段は、前記通信不能状態から復旧した後、前記得点補正手段による補正
後の得点を前記表示手段に表示し、
　前記記録媒体に記憶されている識別情報および前記記録媒体を受け付けた時刻を特定す
る時刻情報を記憶するとともに前記封入式遊技機に記憶させるために送信し、
　前記補正情報受信手段は、前記通信不能状態から復旧したときに、前記封入式遊技機に
記憶されている識別情報および時刻情報を前記遊技用装置に受信して、
　前記得点補正手段は、前記補正情報受信手段で受信された識別情報および時刻情報と当
該遊技用装置が記憶している識別情報および時刻情報とが一致するときに、前記表示手段
に表示すべき得点を補正する、遊技用装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　（１）　本発明は、遊技媒体を循環させる循環経路を有し、所定の得点（遊技玉、遊技
点）を用いて遊技が行なわれる封入式遊技機（パチンコ機２、スロットマシン２Ｓ）と、
前記封入式遊技機と通信可能に接続され、記録媒体を受け付け可能であるとともに当該記
録媒体の記録情報により特定される遊技者所有の遊技用価値（プリペイド残高、持玉数、
あるいは貯玉数）を用いて前記封入式遊技機での遊技を可能にするための遊技用装置（カ
ードユニット３）と、前記得点を表示する表示手段（表示器５４，３１２，５１０）とを
含む遊技用システムであって、
　前記封入式遊技機は、
　　前記得点を記憶する得点記憶手段（図８の遊技玉数カウンタ、図１５１の遊技点数カ
ウンタ）と、
　　遊技状況に応じて前記得点を更新する得点更新手段（図４５：加算玉数と減算玉数と
の基づいて遊技玉数を算出する払出制御部１７１、図３８、図３９：ＣＵからの加算玉数
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に基づいて遊技玉数を加算する払出制御部１７１）と、
　　前記得点更新手段による前記得点の変化量（加算玉数、減算玉数）を特定する特定手
段（遊技機制御用のマイクロコンピュータ、加算玉数カウンタ、減算玉数カウンタ、加算
数カウンタ、減算数カウンタ）と、
　　前記変化量を特定可能な更新情報を、当該更新情報の到達確認をするために所定の更
新パターンに従って更新される到達確認情報（通番）とともに前記遊技用装置へ送信する
更新情報送信手段（払出制御部１７１）と、
　　前記封入式遊技機と前記遊技用装置との間での通信ができない通信不能状態から復旧
したときに、前記得点の補正情報（図５１：遊技玉数＝５０＋１２５）と、前記通信不能
状態になる前の最終通信の際の前記到達確認情報とを前記遊技用装置へ送信する補正情報
送信手段（図５１：リカバリデータに補正の後の遊技玉数＝１７５を含めてＣＵへ送信す
る払出制御部１７１）とを含み、
　前記遊技用装置は、
　　前記更新情報を受信する更新情報受信手段（通信制御ＩＣ３２５ａ）と、
　　前記表示手段（表示器５４，３１２，５１０）を制御し、前記更新情報に基づいて前
記得点の表示を更新する表示制御手段（ＣＵ制御部３２３と表示制御部３５０）と、
　　前記補正情報送信手段から送信されてきた前記補正情報および前記到達確認情報を受
信する補正情報受信手段（図５１：補正の後の遊技玉数＝１７５を含むリカバリデータを
Ｐ台から受信する通信制御ＩＣ３２５ａとＣＵ制御部３２３）と、
　　前記通信不能状態から復旧した後に前記補正情報送信手段から送信されてきた前記補
正情報および前記到達確認情報に基づいて前記表示手段に表示すべき得点を補正する得点
補正手段（図５１：リカバリ応答を受信して遊技玉数＝１７５に補正するＣＵ制御部３２
３）とを含み、
　前記表示制御手段は、前記通信不能状態から復旧した後、前記得点補正手段による補正
後の得点を前記表示手段に表示（遊技玉数＝１７５を表示器５４に表示する）し、
　前記遊技用装置は、前記記録媒体に記憶されている識別情報および前記記録媒体を受け
付けた時刻を特定する時刻情報を記憶するとともに前記封入式遊技機に送信し、
　前記封入式遊技機が、受信した識別情報および時刻情報を記憶し、
　前記補正情報送信手段は、前記通信不能状態から復旧したときに、前記封入式遊技機に
記憶されている識別情報および時刻情報を前記補正情報受信手段に送信し、
　前記得点補正手段は、前記補正情報送信手段から送信された識別情報および時刻情報と
当該遊技用装置が記憶している識別情報および時刻情報とが一致するときに、前記表示手
段に表示すべき得点を補正する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記の構成によれば、通信不能状態が復旧した際、前記通信不能状態になる前の最終通
信の際の前記到達確認情報とともに得点の補正情報が封入式遊技機から遊技用装置へ送信
され、遊技用装置では、その補正情報および到達確認情報に基づいて、前記得点の表示が
補正されるため、通信不能状態が復旧したときに、遊技用装置および封入式遊技機の双方
で整合がとれた状態にすることができる。その結果、通信不能状態の発生に備えた強固な
遊技用システムを提供できる。また、表示手段は遊技用装置で制御するため、封入式遊技
機の制御負担を軽減できる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０００９】
　（２）　本発明の他の態様は、遊技媒体を循環させる循環経路を有し、所定の得点（遊
技玉、遊技点）を用いて遊技が行なわれる封入式遊技機（パチンコ機２、スロットマシン
２Ｓ）と通信可能に接続され、記録媒体を受け付け可能であるとともに当該記録媒体の記
録情報により特定される遊技者所有の遊技用価値（プリペイド残高、持玉数、あるいは貯
玉数）を用いて前記封入式遊技機での遊技を可能にするための遊技用装置（カードユニッ
ト３）であって、
　前記得点の変化量を特定可能な更新情報を、当該更新情報の到達確認をするために所定
の更新パターンに従って更新される到達確認情報（通番）とともに前記封入式遊技機から
受信する更新情報受信手段（通信制御ＩＣ３２５ａ）と、
　表示手段を制御し、前記更新情報に基づいて前記得点の表示を更新する表示制御手段（
ＣＵ制御部３２３と表示制御部３５０）と、
　前記封入式遊技機と前記遊技用装置との間での通信ができない通信不能状態から復旧し
たときに、前記得点の補正情報と、前記通信不能状態になる前の最終通信の際の前記到達
確認情報とを前記封入式遊技機から受信する補正情報受信手段（図５１：補正の後の遊技
玉数＝１７５を含むリカバリデータをＰ台から受信する通信制御ＩＣ３２５ａとＣＵ制御
部３２３）と、
　前記通信不能状態から復旧した後に前記封入式遊技機から送信されてきた前記補正情報
および前記到達確認情報に基づいて前記表示手段に表示すべき得点を補正する得点補正手
段（図５１：リカバリ応答を受信して遊技玉数＝１７５に補正するＣＵ制御部３２３）と
を含み、
　前記表示制御手段は、前記通信不能状態から復旧した後、前記得点補正手段による補正
後の得点を前記表示手段に表示（遊技玉数＝１７５を表示器５４に表示する）し、
　前記記録媒体を受け付けた時刻を特定する時刻情報を記憶するとともに前記封入式遊技
機に記憶させるために送信し、
　前記補正情報受信手段は、前記通信不能状態から復旧したときに、前記封入式遊技機に
記憶されている時刻情報を前記遊技用装置に受信して、
　前記得点補正手段は、前記補正情報受信手段で受信された時刻情報と当該遊技用装置が
記憶している時刻情報とが一致するときに、前記表示手段に表示すべき得点を補正する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上記の構成によれば、通信不能状態が復旧した際、前記通信不能状態になる前の最終通
信の際の前記到達確認情報とともに得点の補正情報が封入式遊技機から遊技用装置へ送信
され、遊技用装置では、その補正情報および到達確認情報に基づいて、前記得点の表示が
補正されるため、通信不能状態が復旧したときに、遊技用装置および封入式遊技機の双方
で整合がとれた状態にすることができる。その結果、通信不能状態の発生に備えた強固な
遊技用システムを構築するための遊技用装置を提供できる。また、表示手段は遊技用装置
で制御するため、封入式遊技機の制御負担を軽減できる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　（３）　上記（１）の遊技用システムであって、
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　前記封入式遊技機は、
　　前記通信不能状態になる前に前記遊技用装置へ送信した前記更新情報を記憶する送信
済更新情報記憶手段（図８の加算玉数、減算玉数、図１５１の加算数、減算数）と、
　　前記更新情報を記憶する更新情報記憶手段（図８の加算玉数カウンタ、減算玉数カウ
ンタ、図１５１の加算数カウンタ）とを含み、
　前記補正情報送信手段は、前記送信済更新情報記憶手段に記憶されている前記更新情報
と前記更新情報記憶手段に記憶されている前記更新情報とを送信する（図５１：前回遊技
台情報と最新遊技台情報とを含むリカバリ応答を送信する）。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　上記の構成によれば、通信不能状態から復旧した後、遊技用装置において、前記送信更
新情報記憶手段および前記未送信更新情報記憶手段に記憶されている前記更新情報を受信
できるため、通信不能状態直前に封入式遊技機から送信された更新情報が遊技用装置まで
到達しなかった場合、および通信不能状態の発生によって封入式遊技機が更新情報を送信
できなかった場合のいずれについても、通信不能状態からの復旧の際、表示手段への得点
に反映させることができる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　（４）　上記（１）または（３）の遊技用システムであって、
　前記遊技用装置は、
　　遊技者所有の遊技用価値を特定可能な記録媒体を受け付ける記録媒体受付手段（カー
ドリーダライタ）と、
　　前記記録媒体受付手段で受け付けた前記記録媒体に記録された情報（カードＩＤ）を
記憶する第１受付情報記憶手段（カードＩＤを記憶するＣＵ制御部３２３）と、
　　前記記録媒体受付手段で受け付けた前記記録媒体に記録された情報を前記封入式遊技
機へ送信する受付情報送信手段（図３６：カードＩＤをＰ台へ送信するＣＵ制御部３２３
と通信制御ＩＣ３２５ａ）とを含み、
　前記封入式遊技機は、前記受付情報送信手段から送信されてきた前記記録媒体に記録さ
れた情報を記憶する第２受付情報記憶手段（図３６：カードＩＤをバックアップする払出
制御部１７１）を含み、
　前記補正情報送信手段は、前記補正情報とともに前記第２受付情報記憶手段に記憶され
ている前記記録媒体に記録された情報を送信し（図５１、図５２：カードＩＤを含むリカ
バリデータをＣＵへ送信）、
　前記得点補正手段は、前記補正情報送信手段から送信されてきた前記記録媒体に記録さ
れた情報が前記第１受付情報記憶手段に記憶されている前記記録媒体に記録された情報と
一致するときに、前記表示手段に表示すべき得点を補正する（図５１、図５２：カードＩ
Ｄおよび挿入時刻が一致するときに遊技玉数＝１７５に補正する）。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１４】
　上記の構成によれば、通信不能状態から復旧した後、遊技用装置側で記憶している記録
媒体に記録された情報と、封入式遊技機側で記憶している記録媒体に記録された情報とが
一致するときに得点の表示が補正されるため、通信不能状態の発生により中断した遊技が
通信不能状態の復旧後に再開される場合を対象にして、得点の表示を補正することができ
る。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　上記の構成によれば、遊技用装置側でも得点が記憶されるため、封入式遊技機側と遊技
用装置側とで一方の得点が万一消えてしまっても他方に得点が残っており、安全性が担保
できる。しかも、遊技用装置側で得点の記憶が更新されると、その更新後の得点と封入式
遊技機側で記憶している得点との一致判定が行なわれるため、遊技用装置と封入式遊技機
との双方で記憶している得点が一致しないままで運用が継続されてしまう不都合を防止で
きる。なお、不一致と判定されたときには、アラーム音を発生させたりあるいは警告表示
を行なうなどの報知をすること、あるいは、これに加えて、または、これに代えて、双方
の得点を一致させる処理を行なうことが考えられる。双方の得点を一致させる場合には、
たとえば、遊技用装置側の得点を封入式遊技機側で記憶している得点に一致させるように
してもよく、あるいは、逆に、封入式遊技機側の得点を遊技用装置側で記憶している得点
に一致させるようにしてもよい。


	header
	written-amendment

